ＣＥＡＴＥＣ JAPANコンファレンス通信ネットワークトラック

ユビキタスエコノミー＆ソサイエティー２
－関西から発信するＩＣＴ利活用－
配布資料

2006.10.6(金)14:00～16:00 幕張メッセＣＥＡＴＥＣ会場

本日の式次第       

１４：００～１４：２０：基調講演：　
KANSAI＠CANフォーラム会長／兵庫県立大学 応用情報科学研究科 教授　辻 正次 氏

１４：２０～１６：００：パネルディスカッション

「安全安心とIT」
大阪安全・安心まちづくり支援ICT活用協議会会長代行

　　／KANSAI＠CANフォーラム運営委員／大阪市立大学教授 中野 潔 氏

「社会インフラとしてのICカード：関西圏でのICカードの活用を中心に

　　～スルッとKANSAI  ＰｉＴａＰａの取り組み～」

　　スルッとＫＡＮＳＡＩ代表取締役専務／KANSAI＠CANフォーラム運営委員 横江 友則 氏

「地域振興とIT　京都の観光コミュニケーションを中心に」

　  平安女学院大学 人間社会学部教授／前 京都市理事 観光政策監
／KANSAI＠CANフォーラム副運営委員長  清水 宏一 氏

モデレーター／司会：情報通信ネットワーク産業協会 第二企画部長

　　／KANSAI＠CANフォーラム運営委員中原 新太郎 

主催：ＣＥＡＴＥＣ ＪＡＰＡＮ事務局、KANSAI＠CANフォーラム、日本生活学会 生活情報化研究会
協賛：関西ベンチャー学会

講師略歴

辻 正次 氏

　京都大学経済学部、大阪大学大学院経済学研究科、スタンフォード大学大学院経済学研究科修了 Ph.D

　大阪大学社会経済研究所助手、名古屋市立大学経済学部講師、助教授、教授を経て、

  1994年 大阪大学大学院国際公共政策研究科教授

  2000年4月より2002年3月まで大阪大学大学院国際公共政策研究科 研究科長

  2005年 兵庫県立大学 応用情報科学研究科 教授／大阪大学名誉教授

  The Internet Revolution（Cambridge University Press）,
Information Technology Policy and the Digital Divide,
Private Initiatives in Infrastructure（共にEdward Elgar）、

  「公共政策論」「WHAT‘S 経済学」(いずれも有斐閣), 「入門国際マクロ経済学」(多賀出版), 

  「ネットワーク未来」「演習マクロ経済学」「エコノミックス・イン・アクション」(日本評論社)など著書多数。

  マルチメディアにも関心が深く、「テレポート'96東京」優秀論文賞受賞。

  International Telecommunications Society 理事、フロリダ大学 PRUC 国際アドバイザリー 委員、

  情報通信審議会 ( 総務省 ) 委員、内閣府・経済産業省等の委員、NHK約束評価委員長、

  日経地域情報化大賞選考委員等を務める。

  専門は理論経済学、日本経済論、情報の経済学
(留学、国際学会等の豊富な国際経験を生かした独特の日本経済論を展開。)
  現在、日本経済の構造転換をモノ作り、ベンチャー、情報化の側面から研究中。

  総務大臣表彰(2006年)(電気通信分野における競争政策の推進等による)、

　情報通信学会設立15周年記念論文賞（1999年）受賞。

  ＫＡＮＳＡＩ＠ＣＡＮフォーラム会長(2001年～)。
中野 潔 氏

  1978年 京都大学工学部 情報工学科 卒業 

  1980年 京都大学大学院 工学研究科 情報工学専攻 修士課程修了 

  1980年 機械メーカー、技術専門出版社、機械メーカー(前出と別)、技術専門出版社(前出と別)

  2000年 早稲田大学 国際情報通信研究センター 客員教授。

  2002年 国際大学GLOCOM主任研究員。兼任で、立教大学　非常勤講師

  2003年 大阪市立大学大学院創造都市研究科　都市情報学専攻

  「知的財産権ビジネス戦略　改訂2版」「知的財産権ビジネス戦略」(オーム社)「最新G4ファクシミリ」 

  「Lotus 1-2-3 R5J入門編」(日経BP出版センター)、「DTP早わかり」(日本印刷新聞社)等、著書多数。

  「情報化白書1998」～「同2003」「マルチメディア白書1998」「同2000」等で編集専門委員／執筆者。

　専門分野はサイバージャーナリズム論、知的財産権論、コンテンツ産業学。

  日本出版学会　理事、情報処理学会　電子化知的財産・社会基盤(EIP)研究会　幹事

    KANSAI＠CANフォーラム運営委員、大阪安全・安心まちづくり支援ICT活用協議会会長代行

横江 友則 氏

　1980年 京都大学法学部卒業、阪急電鉄株式会社入社

　1995年 鉄道事業本部営業担当調査役に就任。スルッとKANSAIの導入に取り組む

　1996年 スルッとKANSAIスタート

　2000年 スルッとKANSAI協議会専任事務局設置と同時に事務局長就任

  2000年 株式会社スルッとKANSAI設置と同時に代表取締役専務に就任

　2004年 新しい交通乗車決済サービス「ＰｉＴａＰａ」スタート　

           現在に至る

清水 宏一 氏

　1968年 京都大学法学部卒業

　1969年 京都市住宅局採用 

　1988年 教育委員会　指導部　企画調整第四課長 

　1990年 教育委員会　社会教育総合センター　事業課長 

　1996年 教育委員会　社会教育総合センター　参事 

　1997年 総合企画局　情報化推進室長

　2000年 産業観光局　理事／総合企画局　理事(兼職) 京都デジタルアーカイブ研究センター　副所長 

　2001年 総合企画局　理事(兼職免) 

　2002年 （財）京都高度技術研究所　専務理事

　2002年 京都市理事 観光政策監

　2006年 平安女学院大学 人間社会学部 国際観光コミュニケーション学科 教授
　　関西ベンチャー学会理事、ＫＡＮＳＡＩ＠ＣＡＮフォーラム副運営委員長(2001年～)

　　デジタルアーカイブを駆使し、文化資産を産業振興に役立てる手法のパイオニア。

　　また、京都市の観光政策とＩＴ施策を統括し、省力化・セキュリティ強化を推進しながら、

　　ネットによる情報発信、オフシーズンの夜間拝観等を推進し、京都を訪れる年間の観光客を

　　3千万人ベースから5千万人を視野に入れるまでに拡大した。

中原 新太郎

　 MOT、IT並びに、IT・デザイン等の複数の手法を駆使した地域活性化の専門家として知られる。

　 1985年上智大学理工学部電気電子工学科卒後、三菱電機(株)入社。 

　 2000年　同社 関西支社 ＮＴＴ部 企画グループマネージャー

　 2002年 同社 ＮＴＴ事業部 計画部 企画課長

   2005年1月より現職(情報通信ネットワーク産業協会 第二企画部長)

    ＫＡＮＳＡＩ＠ＣＡＮフォーラム運営委員、日本ベンチャー学会 イノベーション研究部会代表世話人兼幹事

    映像情報メディア学会マルチメディア・アントレプレナー・エンジニアリング研究会運営委員

    社団法人神奈川県経営管理センター参事

    2001年 2月～2003年3月 関西ベンチャー学会理事、他 大学非常勤講師多数

ＫＡＮＳＡＩ＠ＣＡＮフォーラムの基本構想
１．宣言
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市民、企業人、行政、学者、研究者が相集い、市民主導型のＩＴによるまち創りを推進し、関西エリアの活性化に貢献する。 

２．運動指針 

①関西エリア各地域にＣＡＮ／情報共和国運動を展開する。 
②ＩＴ技術／ＣＡＮサービスの成長に向け、コンサルティング、提案等を余業として推進する。 

③ＣＡＮフォーラムとのシナジーを訴求し、地域ニーズに即応する。 
３．推進体制 

運営委員会にて、本フォーラムの運営、事業推進、その他の重要事項を決定し、
決定事項に従って事務局が運営する。 
４．会員 

会員は正会員、賛助会員、特別会員から構成され、所定の年会費を毎年度 
当初に前納するものとする。 

